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P12b RAINBOWによるW49Aの SO観測
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野辺山 45m電波望遠鏡及びミリ波干渉計を７素子干渉計（RAINBOW）とし，45mの大集光力と干渉計の高
分解能による 86GHz帯における 2”を切る連続波の分布とOrion KLホットコア領域にも見られる SO分子線を使
い，W49Aの連続波源の周囲のガスの分布を明らかにしたので報告する。

W49Aは分子雲どおしの衝突により形成されたと考えられる大質量（∼ 105M⊙）のコア内で活発な大質量星の
クラスターが形成されている領域である。RAINBOWではクラスターの中心付近を観測した。この領域でコンパ
クトHII領域 component Gは 3mmの連続波でも非常に強く，component B，Aなども分解できた。その構造は
De Pree (1997)の示す VLAによる 7mmの分布に似ていて，この波長でも free-freeの成分が強いことを示して
いる。
分子線は LSBで SO(21 − 11)が検出され，USBにCS(J=2-1)が吸収線として検出された。SOの分子線のプロ
フィルは１つの速度成分を持ち，その分布は，Serabyn (1993)が指摘した SO2の位置にピークを持つ。SOの速
度成分はRed成分ではコンパクトHII領域 component Bにピークを持つが，中心速度では，component BとG
の中間に位置し，Blue成分では component Gにピークを持つ。これはDe Pree (1997)の再結合線の結果と一致
し，SOの分布はコンパクトHII領域の間のガスの分布を示す。また，速度によっては，コンパクトHII領域をさ
けるような構造をしている。


